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発表の内容
１．サケ資源の現状と対策

・海洋環境の観点から

２．サケ資源の現状と対策
・河川環境の観点から

３．今後の対応策

サケ資源の現状と対策
海洋環境の観点から

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H1
1

H1
3

H1
5

H1
7

H1
9

H2
1

H2
3

H2
5

H2
7

H2
9 R1 R3 R5 R7

来
遊

数
（

万
尾

）

3年魚 4年魚 5年魚

R7年 全道の来遊状況とその特徴（年別）
来遊数 673万尾（11/20現在）

昨年比：38％、予測比：59％

沿岸漁獲 560万尾（昨年比：36％）
河川捕獲 113万尾（昨年比：61%）

来遊の特徴：「極めて特殊な4年魚の来遊」
R4年の3年魚に対するR5年の4年魚の数が
「極めて」少ない（R1年級の特殊性）

⇒ 予測を大幅に下回った主な要因

平成以降で過去最低

河川捕獲に比べて
沿岸漁獲の落ち込みが大きい

成熟年齢の変化
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5年魚 4年魚 3年魚
5年魚割合の減少が続く

（若齢化が継続）

5年魚になるまで生き残れない？
＝ 早く成熟しないと

（帰ってこないと）
死んでしまう？

海洋環境の苛烈化
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成熟年齢と来遊数（年級別）の関係
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温暖化による「海水温」の上昇

https://climatereanalyzer.org/research_tools/monthly_maps/

R5（2023）年6月の
平均水温（平年差）

日本周辺
「世界で最も激しい」水温上昇

（2-6℃：海洋熱波）

今年の3年魚が
海に降りた時期

https://climatereanalyzer.org/research_tools/monthly_maps/

温暖化による「海水温」の上昇

北海道・南千島周辺
「世界で最も激しい」水温上昇

（2-5℃：海洋熱波）

今年の3年魚が
海に降りた時期

R5（2023）年6月の
平均水温（平年差）
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42日

成⻑

適水温（8〜13℃）

外洋に移動

温暖化の影響：適水温期間の短期化

⇒ ⾼成⻑
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H28

R5
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29日間 42日間

適水温（8〜13℃）

成⻑不良

⇒ ⾼成⻑

今年の3年魚が
海に降りた年

日本近海の「海水温」の変化傾向

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

100年あたり+1.33℃

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/cfig/warm_area.html?area=J#title

北海道周辺海域の「海水温」の変化傾向
平年値は1991年〜2020年の30年間の平均値

平年値は1991年〜2020年の30年間の平均値

海水温上昇の要因（1）：気温の上昇
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https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/hakodate/knowledge/oyashio.html

海水温上昇の要因（2） ：海流の変化

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/hakodate/knowledge/oyashio.html

北海道周辺における海流の変化（親潮）

近年は南下しない

・冷たい
・プランクトンが豊富

https://www.jma.go.jp/jma/press/2308/09a/20230809_sanriku_seatemp.pdf

水温の上昇

北海道周辺における海流の変化（⿊潮）
・暖かい
・プランクトンが少ない平均的な⿊潮続流 最近までの⿊潮続流

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/hakodate/knowledge/oyashio.html

海流の変化による水温上昇

近年は南下しない
R7年春まで
大きく北上 水温の上昇

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/hakodate/knowledge/oyashio.html

親潮：栄養価が「⾼い」プランクトン

⿊潮：栄養価が「低い」プランクトン

海流の変化は餌生物も変化させる

暖水性：サケ稚魚が好まない餌

冷水性：サケ稚魚の好む餌 栄養価が「⾼い」

栄養価が「低い」

餌
環
境
の
悪
化

海流の変化による餌環境の悪化

冷水性：サケ稚魚の好む餌

暖水性：サケ稚魚が好まない餌

減

増
水温の上昇

水
温
の
上
昇

低成⻑ ⇒減耗
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サケはなぜ減っているのか？

• 温暖化に伴う気温の上昇
• 海流の変化（親潮の弱化・⿊潮続流の北上）

⇒ 「海水温の上昇」
⇒ 「適水温期間の短期化」

• 海流の変化（親潮の弱化・⿊潮続流の北上）
⇒ 「餌環境の悪化」

サケ資源の急減

秋サケ資源の見通し
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R7年の3年魚・4年魚ともに
過去最低を更新

3年魚 4年魚

若齢化⇒来遊減 若齢化が
継続

秋サケ資源の見通し

急速な回復は見込めない

今後の対応策
●検討のポイント
「苛烈化する海洋環境」

・放流適期の変化
・新たな種苗生産技術の開発
・地場卵の重要性

今後の対応策（1）：変化する放流適期への対応
水研機構 より大型の種苗を適期（予報）に合わせて放流

水研機構・各事業所の皆さんと連携して
リアルタイムの情報提供を進めます

今後の対応策（2）：新たな種苗生産技術
〇環境変化に耐えうる強い種苗を生産するための技術開発

• 自然環境への適応能力を向上させる
飼育技術の開発

• ⾼水温に強い種苗生産技術の開発

• 地場卵を基本とした放流事業の推進

道増協
受託研究



5

3.8%

21.0%
22.2%

57.0%

地場卵を基本とすることの重要性
〜釧路川での移植放流効果の検証結果〜

Oiso et al., (in prep.)

日本海

太平洋
⻄部

太平洋
東部

地場卵（釧路川）
移殖卵（標津川・十勝川）

サケの遺伝グループ

オホーツク

根室

Beecham et al., (2008)をもとに作図放流時

標津川から移殖

回帰時 放流時 回帰時

十勝川から移殖

・移殖卵は地場卵に比べて回帰率が低い
・異なる遺伝グループからの移殖効果は非常に低い

標津川
釧路川

十勝川

サケ資源の現状と対策
河川環境の観点から

●検討のポイント
「自然産卵（野生）資源の保全・再生」

１．自然産卵（野生）資源の上乗せ効果
２．野生魚が採卵用親魚に加わることによる回帰率向上

１．自然産卵（野生）資源の上乗せ効果

R2（2022）年秋
ウライを撤去

自然産卵がスタート

R1（2021）年秋

野生魚の割合は全体の9.1%
尾数に換算すると88.9万尾
※R3年の捕獲数＝3,601尾（299.5万粒）
※R4年の捕獲数＝22,905尾

上乗せ
効果

Oiso et al., （in prep.）

自然産卵（野生）資源の再生
１）野生魚による資源添加（降下稚魚：釧路川）

自然産卵（野生）資源の再生
１）野生魚による資源添加（回帰親魚：釧路川）

採卵用親魚として貢献
（漁獲にも貢献）

人工授精に占める野生魚の割合（％）

河
川

回
帰

率
（

％
）

Sahashi & Morita(2022)
Front Ecol Environを一部改変

人工授精の際に
野生魚が混ざると回帰率が向上

人工授精 野生魚
写真：三沢勝也 氏

採卵親魚に野生魚が混ざる ⇒ 回帰率向上
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孵化場まで
自然遡上した親魚

採卵

卵管理

⼈⼯ふ化放流事業

飼育

ふ化場

自然産卵が再開

野生の特性野生魚

放流

ウライの撤去
2020年〜

自然産卵（野生）資源の上乗せ効果
野生魚を活用した新たな増殖手法 課題：産卵適地まで遡上できない

サケの産卵適地のうち
約50%がダムによって
利用できない

水産大学校 山田博士
北海道大学 中村教授

との共同研究

Yamada et al.,（under review）

課題：稚魚の成育場所（氾濫原）の減少

分
流
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課題：稚魚の成育場所（氾濫原）の減少
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※低水時は川原

気候変動

キーワード

流域治水

グリーン
インフラ

稚魚の成育場所の再生に向けて 流域治水という新しい治水策

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf
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気候変動に伴う水害の頻発化・激甚化

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf

気候変動に伴う水害の頻発化・激甚化

気候変動を考慮した治水対策の必要性

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf

気候変動への対応策：流域治水

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf

• 気候変動による降雨量の増大

• 気象災害（水害）の激甚化

• 現在の計画では防ぎきれない

• 流域全体で治水（流域治水）

例）雨水貯留：浸透、溜池、水田

流水貯留：ダム利活用、遊水池

流下能力向上：河道掘削

流域に関わるあらゆる関係者が
協働して水災害対策を行う

流域治水とグリーンインフラ
国土交通省では2020年7月の答申「気候変動を踏まえた水災害 対

策のあり方について」を受けて

「流域治水への転換」をはかっています。

この流域治水への転換にあたり、答申では

「グリーンインフラの活用」を謳っています(後略)

https://www.pwri.go.jp/team/rrt/data/papers/2021/papers_04.pdf

土木研究所水環境研究グループ河川生態チーム上席研究員 兼
自然共生研究センター⻑ 中村圭吾
国土交通省総合政策局
環境政策課 課⻑補佐 石川真義

中村・石川（2021）
土木技術資料 63-3

グリーンインフラとは？

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_fr_000143.html

自然が持つ多様な機能を賢く利用す
ることで、持続可能な社会と経済の
発展に寄与するインフラや土地利用
計画（⻄⽥博⼠）

自然環境が有する機能を社会におけ
る様々な課題解決に活用しようとす
る考え方（国交省）
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_
environment_mn_000034.html

http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/manabu/seminar2021/
terakoya_06_lec01.pdf

定義：

自然の機能を活用した
（河川防災）インフラ
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流域治水とグリーンインフラの関係

https://www.thr.mlit.go.jp/sakata/river/bousai/ryuikichisui/kyougikai04/pdf/07.pdf

流域治水

河川環境の
再生

十勝川における河川管理（流域治水事業）

サケ稚魚の
成育環境の再生

気候変動に対応した新たな河川管理
自然再生事業の活用：十勝川

遡上障害の解消 産卵場所・稚魚生育場所の再生

自然産卵に適した環境の再生
放流魚の生育に適した環境の再生

・ワンドと湿地の再生
⇒河口近くにできれば、潟湖と同じ役割
（降海前の成育場）

⇒中下流部にできれば、
サケ稚魚の隠れ場所・休息場所として機能

サケ稚魚の生残率向上にとって有効

気候変動に対応した新たな河川管理
自然再生事業の活用：十勝川

河川管理者がサケを増やしてくれる時代に まとめ：ピンチをチャンスに
• 自然の力（気候変動）が「脅威に」

海洋環境の悪化（今後も続く）
⇒ 放流種苗の力を高める

• 自然の力が「味方に」
自然産卵の再生 ⇒ 川は「天然のふ化場」

野生魚を活用して放流効果を向上
河川環境の再生（開発局）


